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Jones (1930)， R. Hartshorne and S.N. Dicken (1935)などによる北アメリカやアメリカ合衆国の農業
地域類型の研究や， D. Whittlesey (1936)の世界の農業地域区分などの刺激を受けたためである.こ
れらの1iJf究で、は，カナダの農業は大まかに東部の商業的酪農と商業的混合農業，西部の商業的穀物農
業と商業的牧畜の 4つに分けられた.このような大陸規模の農業類型区分は，その後も基本的に変化








化してきている(田林， 1989). この報告は，南オンタリオの l農場の20年間にわたる観察と統計・
資料の分析から，最近の農業地域の変容の様相を検討しようとするものである.筆者は 1979年以来
南オンタリオのグウェルフ大学地理学教室を拠点として， 30ほどの事例農場の土地利用と農業経営






































第 1表南オンタ I}:オ農業の地位 (1996年)
農産物販売額
農地出荷(子 ha)
エドj:~J 農産物 1山淀11初1.ニー1f!れリ 提j也1ha当り
j也主主宰l i立場数 2.500ドル以 経営部損 販売額 農産物販売額 炭産物販売額
上i捷j品数 正g、苦ifl 作付Jli政牧地 その他 (ha) (百万ドル) (ドル) (ドル)
カナダ 276.日8 252.839 68.054 34.919 19.961 13.174 246.1 32.230 ll6.545 474 
オンタリオナ1-1 67.520 59.887 5.617 3.545 1， 013 ].059 83.2 7.778 115.203 1.385 
rHオンタリオ 64.605 57.508 5.202 3.403 874 925 80.5 7.627 118.051 1.466 
19961j: Census of Canadaにより作成.





もコックスクリークとその支流がIJfi5 m 深さ 2m程度の小さな谷をつくて流れ 8 kmほど下流で
グランド)1に合流している.地割をみると南東から北西方向に長辺が2.5~ 3 km，北東から南西方向
に短辺が1.2~ 1.3kmと長方形に区切られ，さらにその長辺がほぼ4等分 短辺が2等分されている.














1980年 1月の潤き取りによると，この農場の総面積は 120haで， 315頭の肉牛を)]己育していた.こ
の当時の農場の土地利用をみると，宅地や農道が2ha，林地が10ha，作付地が108haであった.作付

































の収穫の始まる 8月には週120時間も働かなければならないこともあった. 9月と 10月は週100時間
程度， 1月には60時間になった.
この農場の主要な農業機械は， トラック 1台， トラクタ -3台 (105，60， 35馬力)， トウモロコ
シ播種機 l台，牧草刈取機 1台，牧草宇宙包機 1台，糞尿散布機 1台，その他トラクターの付属品など
で， 1979年の総評価額は830千ドルにのぼった.主要施設としては，農舎 1棟，機械格納庫 1棟，穀








農業経営類型 1961 ijミ 1971 1jミ 19761f 19811j三 1986年 1991年
飴j業 24，632 (28.5) 16，969 (26.6) 14，847 (22.8) 12，193 (18.3) 10，525 (17.3) 9，337 (15.8) 
i勾よi二偶発 17，265 (27.7) 18，375 (27.7) 15，990 (26.3) 15，736 (26.7) 
養I1家 4，441 ( 6.8) 4，937 ( 7.4) 4，800 ( 7.9) 3，810 ( 6.5) 
養鶏 3，514 ( 4.1) 1，862 ( 2.9) 1，622 ( 2.5) 1，820 ( 2.7) 1，592 ( 2.6) 1，548 ( 2.6) 
小麦殺I行 344 ( 0.4) 313 ( 0.5) 968 ( 1.5) 691 ( 1.0) 729 ( 1.2) 520 ( 0.9) 
ノj、麦以外の穀物絞清 4，400 ( 5.1) 5，187 ( 8.1) 13，275 (20.4) 13，791 (20.8) 13，555 (22.3) 11，360 (19.2) 
その{むの普通作物栽培 4，522 ( 5.2) 4，543 ( 7.1) 1，709 ( 2.6) 3，106 ( 4.7) 1，928 (3.2) 3，366 ( 5.7) 
楽教j. y!}菜栽培 5，010 ( 5.8) 3，843 ( 6.0) 3，574 ( 5.5) 4，299 ( 6.5) 4，048 ( 6.6) 3，692 ( 6.3) 
特殊農業 1，318 ( 1.5) 1.564 ( 2.5) 2，352 ( 3.6) 3，599 ( 5.4) 3，998 ( 6.5) 6，928 (11. 7) 
複合経営 6，632 ( 7.7) 2，134 ( 3.4) 5，165 ( 7.8) 3，553 ( 5.4) 3，743 ( 6.1) 2，737 ( 4.6) 







2，662 ( 4.6) 
1，664 ( 2.9) 
463 ( 0.8) 
12，194 (21. 2) 
4，511 ( 7.8) 
3，393 ( 5.9) 
8，088 (14.1) 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































り，このJ禁場の1984年の出荷頭数も 1979年より 10%少ない280頭になった.三男は 1982年から養鶏
を始めたが，出荷割当量を確保できないので， 1985年に至っても 500~~J の規模にとどまっている.
1984年の粗収入は291‘O千ドルで， 237.7千ドルの必要経費を引くと，純収益は53.3千ドルで， 1979 
年の純収益の約88%に減少してしまった.具体的な収入源は肉牛の250千ドルと小麦の 12子ドル，






た.採卵鶏の規模は棺変わらず 500~~ にとどまっていた.作物としてはアルフアルファ(10ha) と大












第 4表 G農場における収支の変化(1983~ 87年)
収入・支出項目 1983年 1984年 1985年 1986 il三 1987 i三
トウモロコシ 10，202 10，465 18，469 6，657 4，062 
大豆 5，783 。 26，119 15，687 。
小麦 8，313 10，918 1，113 8，867 1，155 
大麦 。 。 110 4，408 2，133 
収入
牧草 。 345 332 。 。
i均牛 295， 756 269，405 268，629 380，118 427，443 
作業受託 1，535 2，245 3，240 。 445 
税金還付・補助金 4，694 7，436 5，644 14，276 6，731 
その他 1， 171 1，596 754 1，875 427 
合計 327，454 302，410 334，410 431，888 452，396 
借地 。 。 1，169 10，466 。
建物施設修理 370 3，583 1，538 1，652 2，584 
オイルガソリン 3，038 2，309 3，408 2，789 2，073 
機械 2，211 2，741 1，104 7，939 2，327 
子牛 217，365 239，436 202，818 267，577 336，636 
飼料 14，209 6，297 12，965 12，690 6，437 
種苗 5，816 6，280 5，800 7，564 6，089 
肥料薬剤 12，862 14，283 14，684 16，475 12，954 
支出 輸送費 1，375 1，907 2，307 1，616 1，949 
作業委託 9，684 9，983 9，223 12，821 5，500 
電話電気 2，454 3，236 3，627 3，919 3，545 
保1会 1，410 1，194 1，749 1，629 1，764 
経理登録 1，748 1，316 1，915 1， 395 460 
[1m定資産税 4，989 5，653 5，902 6，246 4，918 
銀行手数料・ 12，099 6，432 12，659 13，595 10，223 
その他 727 2，409 4，023 4，592 2，391 
ぷに』1号IJー1 290，357 307，059 284，891 372，965 399，850 





















ている.全体の 148haの作付地ではアルフアルファ (12ha)，大麦(l4ha)，小麦 (54ha)，実取りト
ウモロコシ (28ha)，大豆 (40ha)が栽培され，作物栽培が重視されるようになった.小麦を l年，
トウモロコシを i年，大豆を l年のJI真で輪作するようになった.牧草の場合は， 4年連続して栽培し
た後，大麦を l年栽培し，また牧草にもどるといった輪作方式を採用するようになった.









価J(Heifer Evaluation Project) を行うことになった.初年度の 1994年は24頭、の牛を引き受け，昨年



































衰退傾向が著しい (OntarioCattlemen‘s Association， 1994). この原因としては，肉牛は1]本や鶏に比較
して成長が遅く生産コストが高いこと，牛肉消費は人体におけるコレストロール蓄積をひきおこすと
して消費が{'11びなくなったこと，国際市場で、の競争が激しくなったことなどが考えられる (McClatchy
and Cluff， 1986). G農場での経営転換は，このような状況の影響を受けたこともあったが，それより
も現在の経営者と父の農業経営に対する姿勢の違いが反映されたと考えられる. 1度に200頭近い肉




時間程度， 4月は40時間， 5月には90時間になるが， 6月と 7月にはそれぞれ30時間と 20時間とな











(]oseph and Keddie， 1981). 第 2表に示した農おり，ハイブリッド種の導入を契機に急速に増加した
業経営類型別農場の中で，小麦以外の穀物栽培として分類されたものの多くが，実取りトウモロコシ














































サスによると 1996年の農場数は67.520で 1991 年からの l年当たりの平均減少率がわず、かに0.3%と
なり， 1960年代の2.2%， 1970年代の1.3%， 1980年代の1.7%と比較すると安定してきている.農地
































大した.オンタリオ州の 1戸当たり乳牛頭数は， 1981 年の 31 頭が 1996 年には 40~買になり，肉牛(成
よi二)頭数も 15NJIから 20頭に増加した.
第 5表はオンタリオ州における畜産農場数とそれが全農場に占める割合を示したものである. 1951 





















農場の種類 1951年 1961 ijミ 1971年 1981年 1986年 1991年 1996年
乳牛以外の 14，272 22，162 29，242 29，878 25，622 23，940 23，272 
牛飼養農場 (9.4) (18.3) (30.9) (36.2) (35.1) (34.9) (34.4) 
酪農農場 106，087 72，849 35，053 17，637 14，025 11，644 10，122 
(ア1.2) (60.0) (37.0) (21. 4) (19.2) (17.0) (15.0) 
養1本農場 93，564 56.378 30，626 18，415 12，933 9，429 6， 777 
(62.4) (46.5) (32.3) (22.3) (17.7) (13.7) (10.0) 
養鶏農場 103，348 60，342 22，236 20，675 13，936 11，221 8，295 
(68.9) (49.7) (23.5) (25.1) (19.1) (16.3) (12.3) 
延べ畜産 317，271 211，731 117，157 86，605 66，516 56，234 48，466 
農場数 (211.6) (174.5) (123.7) (105.0) (91. 5) (81.9) (71.8) 
総農場数 149，920 121，333 94， 722 82，448 72， 713 68，633 67，520 
(100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 000.0) 
Census of Canadaより作成.
50 
























支出費目 1971年 1981 年 1991年 1996年
借地料 1，312 (1.0) 4，163 (3.2) 7，475 (5.7) 79，615 (7.3) 
戸刀4イ民昔 3，125 (1. 0) 9，869 (3.2) 23，000 (7.4) 31，147(10.0) 
lJ禁場当りの
燃料費 657 (1. 0) 2，772 (4.2) 7，146 (10.9) 8，462(12.9) 
肥料費 870 (1.0) 4，424 (5.1) 6，094 (7.6) 8，321 (9.6) 主要支出
薬剤費 400 (1.0) 1， 939 (4.8) 4，147(10.4) 5，640(14.1) 
飼料費 3，304 (1. 0) 13，212 (4.0) 18，378 (5.6) 21，537 (6.5) 
機械貸料 548 (1. 0) 1， 892 (3.5) 4，175 (7.6) 6，782(12.3) 
1農場当りの装備総評価額 72，819 (1. 0) 379，429 (5.2) 593，048 (8.1) 605，168 (8.3) 
1農場当たりの機械評価額 9，396 (1. 0) 41，992 (4.5) 64，993 (6.9) 80，132 (8.5) 
消費者物価指数 100.0 236.7 418.2 440.8 
( )内は1971年を1.0とした{直.






























t:.:-.: :::l1 0~20 
j. . J 0-"'10 
， x ，資料なし












樹地域，そしてトロントj習辺の園芸農業地域の萌芽がみられるようになった (Hudson，et al， 1949). 
1951年から 1971年までの南オンタリオの農業は，それぞれの場所の条件に適合するように明確に
分化していった.すなわち，楯状地では肉牛飼養が，南西部では実取りトウモロコシを r:ド心とした作

































































桜井明久 (1989): W西ドイツの農業と農村j 古今書 Joseph， A.E. and Keddie， P.D. (1981):The diffusion of 
1;完， 226p. grain corn production in southern Ontario， 1946-71， 
i王!林 i珂(1981):カナダ，南オンタリオにおける農 and changes in harvesting and storage methods. 
業経営類型.人文j也翌日学研究， No.5， 18 ~ 50. Canadian Geogra戸hy，25， 333 ~ 349. 
田林 Ilj~ (1983) :カナダにおけるタバコ栽培地域の Matthews， G.]. and Morrow， R. ]r. (1995): Caηada and 
景観と農業経営.地域研究， 24(2)， 34 ~ 49. the World: An Atlas Resource. Second Edition. Prentice四
日Hjz I~~ (1986) :カナダ，南オンタリオにおける農 Hall Canada， Scarborough， 220p・
業地域区分に関する研究動向.人文地理学研究 McArthur，D.F. and Coke， ].(1939):乃'jJesof Farming in 
No.lO， 151 ~ 187. Canada. Publication 653， Dominion of Canada， 
日:1林 明 (1988):カナダの晃L樹地士或におけるj二til手IJ Department of Agriculture， Ottawa， 37p. 
FJと農業経営の変化.カナダ研究年報， No.8， 11 McCann， L.D. and Gunn， A.M. (1998): Heartlandω7d 
~ 26. Hinterland: A Regional GeograPhy of Canada， Third 
1:3林 明 (1989):近年におけるカナダ農業地域の変容 Edition. Prentice-Hall Canada， Scarborough， 439p. 
ー南オンタリオを中心に一.地学雑誌， 98， 49 ~ 72. McClatchy， D.and Cluff， M. (1986):Development in the 
I林 明(1992):カナダにおける酪農地域の存立条 Canadian beef and cattle market. Canadian Farm 
件一南オンタリオを中心として一.カナダ研究年報 Economics，20(1)， 19-27. 
No.12， 54 ~ 73. Tabayashi， A. (1982): Agricultural regions of southern 
j王!林 明(1995'):カナダ，南オンタリオの農業の持 Ontario. Science Rψorts， lnstitute of Geoscience， 
続的性格.人文地理学研究， No.19， 97 ~ 134. Universの0/Tsukuba， Sec.A， 3， 1 ~ 18. 
土井喜久一(1970):ウイーパの組合せ分析法の再検 Tabayashi， A. (1986): Changing agricultural regions of 
討と修正.人文地理， 22， 485 ~ 502. southern Ontario. Annual Reports， lnstitute 0/ 
Baker， O.E. (1928): Agricultural regions of North Geoscience， Universiち)ofTsukuba， No.12， 8 ~ 14. 
America， Part V : The hay and dairy belt. Economic Ontario Cattlemen's Association (1994): 1994 Annual 
Geogra戸hy，4， 44 ~ 73. Meeting. Ontario Cattlemen's Association， 95p. 
Hartshorne， R. and Dicken， S.N. (1935): A c1assification Reeds， L.G. (1 9~5): The Agricultural Geography of 
of agricultural regions of Europe and North America Southern Ontario. Unpublished Doctoral Dissertation 
on a uniform statistic basis. Annals 0/ Association 0/ Submitted to the University of Toronto. 429p. 
American GeograPhers， 25， 99-120. Reeds， L.G. (1964): Agricultural geography: Progress and 
Hudson， S.C.， Stutt， R.A.， Van Vleit， V¥吊1.and Forsyth， concepts. Canadian Geogra戸her，8， 51 ~ 63. 
J.L. (1949):η戸esof Farming in Canada. Publication Whitaker， ].R. (1940): Distribution of dairy farming in 
825， Agricultural Economic Division， Department of peninsular Ontario. Economic Geogra戸hy，16， 69 ~ 78. 
Agriculture， OUawa， 83p. Whittlesey， D. (1936): Major agricultural regions of the 
]ones， W，D. (1930): Ratios and isopleth maps in regional world. Annals 0/ Association of American GeograPhers， 
investigation of agricultural land occupance. Anηαls of 26， 199 ~ 240. 
Association 0/ American Geographers， 20， 177 ~ 195. 
56 
Changes in Mixed Farming in Southern Ontario: 
The Case of G Farm 
Akira TABAYASHI 
Southern Ontario， the southern peninsula of Ontario bounded by the Great Lakes and the Ottawa 
river， occupies only 1.3 percent of Canada's area， but holds about one-third of its population. It 
produces almost half the value of Canadian manufacturing. In southern Ontario extensive areas of 
glacial drift provided generally fertile soils. Complementing this productive soil base is the best 
agricultural climate in Canada. Southern Ontario enjoys various types of highly productive agriculture. 
The objective of this paper is to depict recent changes in southern Ontario agriculture based on my 
observation of a sample farm located about 80km west of Toronto for the past twenty years. Further“ 
more， through the analyses of statistics and pertinent literature， an attempt is made to explain some 
important features of agricultural regions of southern Ontario. 
1 chose to examine G farm. This was a beef cattle farm in the 1970s and 1980s， but it changed 
into a crop farm in the early 1990s partly because the price of beef dropped at the end of the 1980s. 
The main reason the farm changed， however， was because the present operator， who took over his 
father's farm， wanted to change the direction of its operations. He prefers farming that is low income-
low expense rather than high income-high expense. As a result， the operating profit of G farm has 
increased since he stopped raising beef cattle and began to focus on crops (soybeans， wheat and grain 
corn) production. 
One of the important changes in southern Ontario agriculture has been the spread of soybeans 
and the revival of wheat， barley and hay. This has resulted from the diversification of land use and the 
reappraisal of crop rotation. Crop rotation is widely practiced at present and large amounts of manure 
are used to help retain soil fertility. The majority of farms in southern Ontario are run solely by family 
members. Although the production of livestock stil occupies a central place in the agriculture of 
southern Ontario and much of the crop production is for livestock feed， the importance of livestock 
has been gradually decreased. A number of farmers changed from mixed farming to crop farming. 
This means that the dominance of mixed farming in southern Ontario is gradually weakening. Many 
farms cannot make a satisfactory profit because expenses for farming have increased greatly in the 
past 20 years. Earnings from 0百-farmwork are now veηT important for many farmers. In addition， the 
process of regional specialization and diversification of farming has decIined since the end of the 
1980s in southern Ontario. 
Key words: Southern Ontario， Beef cattle raising， Mixed farming， Regional di百erencesin agriculture， 
Farm operation 
/ 
/ 
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写真 1 南オンタリオの農村風景
(1999年7月筆者撮影)
ゆるやかに起伏する農
地に，大きな農舎 (畜舎
と納屋の兼用)と高いサ
イロをもっ農場が点在し
ているのが，南オンタリ
オでよくみられる農村景
観である 手前は牧草，
遠方の茶色は大変，緑色
はトウモロコシである.
写真2 G農場の肉牛
(1980年 1月筆者撮影)
農舎の一階部分が家畜
の飼養空間，二階以上が
干草などの収納空間と
なっている.この農場で
は生後17-18か月のへ
レフォード種をカナダ西
音1やオンタリオ州北部か
ら購入し， 6 -10か月
間肥育してトロント家畜
市場に出荷していた.
写真 3 G農場の農舎の上階
(1980年 l月筆者撮影)
農舎の上階は千草の収
納庫に利用されている.
案内してくれたのが，グ
ウェルフ大学農学部(2 
年コース)在学中の三男
(20歳)で，現在の経営
主である.
58 
写真4 小麦の収穫
(1985年7月筆者撮影)
近くに居住するコンバ
インを所有する農民に収
穫を委託し，経営主の三
男が収穫された小麦をト
ラクターで受け取ってい
る
写真 5 G農場の経営主と三男
(1985年7月筆者撮影)
当時の経営主が62歳，
三男が25歳である .三
男が3分の lの農地を経
営主から購入し，共同経
営者となった.背後は，
穀物貯蔵庫である
写真6 G農場の主屋
(1988年7月筆者撮影)
外観は 19世紀の伝統
的な様式であるが，内部
は改装され現代的な生活
ができるようになってい
た.経営主の両親はここ
から北東 3kmのところ
に最近移った.
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写真 7 G農場の肉牛
(1988年7月筆者撮影)
ヘレフォード手重を中心
としているが，より収益
性の高い他の種類に転換
を模索していた.この他
に500羽の採卵鶏が飼育
されていた.
写真8 G農場の水平サイロ
(1988年7月筆者撮影)
横が9mで縦が24m，
深さが2.4mの大きさで，
コンクリートでつくられ
ている.普段はビニール
シートがかぶせられ，風
で飛ばないように古タイ
ヤで重しがされる.この
当時は200頭ほどの肉牛
がいfこ.
写真9 G農場の農地とサイロ
(1994年6月筆者撮影)
南東方向からのG農場
の遠景.直径が7.2mで
高さが21m，直径が6m
で高さが18m，直径が
3.6mで高さが15mの3
つのサイロがあった 手
前の黄緑色は小麦で，そ
の奥の緑色はトウモロコ
シである.農場の前の道
路は未舗装のままであっ
fこ
60 
写真10 G農場の経営者
(1994年6月筆者撮影)
ここ 10年ほどかけて
父から農業経営を引き継
いだが， I均牛価格の低下
もあって，これまでの経
営を見直し，新しい方向
性を模索している
写真1 G農場の看板
(1994年6月筆者撮影)
オンタリオ州政府と契
約して，肉牛の品質検査
を行っている.このよう
な農場がオンタリオ州に
は10ほとあった. 1998 
年にはこの事業も中止に
なった.
写真12 G農場の経営主と主屋
(2000年 7月筆者撮影)
農業経営は大豆や実取
りトウモロコシ，小麦な
どの作物栽培が中心であ
る.経営主はそのほかに
七面鳥の雛生産に投資し
たりして，経営の転J臭を
模;索している .タウン
シップの将来計画委員や
地元の教会の世話役とし
て活躍している.並んでい
るのは一緒に調査に行った
京都大学の金田章裕教授.
